
Abstract

The Purpose of this study is to clarify the relation between physical fitness and

motor ability test and selected questionnaires concerning daily physical activity.

The subject were 4 2 6 male students aged 18 to over 2 0 years and 515 female

students aged 18 to over 2 0 years at Aichi University of Education.

Statistic analysis was administered to the obtained results and they were

compared with the interrelation of sex differences, age levels and with or without

participate in the intramural sports club service respectively.

The results may be summarised as follows;

( 1 ) It was founded that obtained results from physical fitness and motor

ability test aged 18 to 19 male students were superior to ordinary males of

same ages significantly.

Same results were founded in females aged 18 to 19 years except 150 0m run
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in 19 years of age and significant diffrences between 2 0 years of age in males

and ordinary males of same ages could not found in physical fitness and motor

ability test.

( 2 ) General endurance ability of the male and female students aged 1 9 and

2 0 belonging to Aichi University of Education, which are represented as 1500m

run in male and 10 0 0m run in female, were almost inferior to those of

ordinary males and females.

But, compared with 18 years of female students and that of 19 years in

general endurance ability, later results were superior to the former ones.

( 3 ) Percentage for participation of intramural sports club service in male

showed 3 0 to 4 0 and in female, showed 2 0 to 3 0.

Significant differences in male students on physical fitness and motor ability test

were founded between the students who are participate in intramural sports club

service and not the participant, but it could not find out those of tendency in

female students.

( 4 ) Effects of the decrease on physical fitness and motor ability caused by

frequency of daily physical activity in male students were greater than that of

females
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I.研究目的

｢大学における体育は,すべての学生の健康の増

進と体力の向上をばかり,学生生活をより豊かに

4)
するための体育の内容を充実する必要がある。』と

述べられているように,この年代の体力と健康の

問題は,大学生が学生生活を営む上で,また,将

来の社会生活の中での運動の習慣化を目指す点に

おいても,大学の正課体育は重要な役割をもってい

2)7)
ると考えられる。したがって,大学入学者の体力

の現状を明確に把握することは,今後の大学生の

体力・健康の問題を取扱う場合の具体的問題解決

10)
の一助となると思われる。本学では,毎年4月の

一般体育実技時に,1年生及び2年生全員を対象

として,文部省の体力・運動能カテストを実施し。

表1.対象人数

学生の体力の現状把握と実技コース展開の参考資

料としている。しかし,従来の体力・運動能カテ

ストは,本学学生の体力・運動能力の現状把握の

みにとどまっており,資料の十分な活用,検討が

1)3)5)
なされていなかった。そこで本研究では,このよ

うな問題点を解決するために,54年度新入学生の

体力・運動能力テスト実施結果に影響を及ぼすと

思われる年齢,すなわち現役入学生と浪人生や日

常生活での運動実施状況及び運動クラブ加人の有

無との関連や,全国平均との比較もあわせて検討し,

今後の体力や健康に関する具体的方策を見い出そ

うとするものである。

H。研究方法

1)対 象

昭和54年度愛知教育大学新入学生男子426名女

子515名計941名を対象とし,文部省の体力･運

動能カテストを実施した。年齢別・性別の人数は

表1のとおりである。

なお,一種目でも受けていない者は,今回の集

計からは除外した。

2)測定期日

体力・運動能カテストの項目は,文部省の体力･

運動能力テスト種目を行ない,体格の要素として

の身長と体重を加えた。また,アンケート調査に

より,日常の運動・スポーツの実施状況及び運動

クラブ加入の有無なども加えた。

4)結果の整理

結果の集計にあたってば,各個人の記録をマー

クカードに転記し, Seiko 8500 システムにより,

性別,年齢別,日常の運動・スポーツの実施状況,

運動クラブの加入の有無別に計算させ,それぞれ

の平均・標準偏差を求めた。また,各項目間の比

較は,t検定を行なった。なお,徒歩・自転車に

よる通学距離別による集計も行なったが,本研究

には直接関連しないと思われたので考察からは除

外した。

Ⅲ。結果と考察

①全国平均値と本学平均値との比較

男 子

8)
全国平均と本学平均との比較では,本学の18才

男子は,身長・1500m持久走・伏臥上体そらし・

立位体前屈を除いて全ての種目に優れていた。(表2)

また,19才男子では,形態の指標である身長・

体重が全国平均よりも劣っていたが,体力診断テ

ストの種目には有意な差がみられなかった。しか
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し,運動能力テストの1500m持久走は,1%の有意

差で全国平均よりも劣っていることから,特に全

身持久性能力が極度に落ちていることがうかがえ

る。20才男子では,体力診断テスト・運動能カテ

ストの種目において,全国平均とは有意な差はみ

られなかったが,19才男子と同様に,全身持久性

能力としての1500m持久走では1%の有意差がみ

られ,本学学生の方が全国平均に比べ劣っている

ことがわかる。これは,浪人生活による運動不足

によるものと考えられる。

女 子

18才女子では,形態の身長・体重は全国平均と

の差はみられなかったが,体力診断テストの握力･

伏臥上体そらし・立位体前屈・踏台昇降運動を除

いた種目との間には有意な差がみられ,本学学生

の方が優れていた。運動能カテストでは,19才男子,

20才男子と同様に,全身持久性能としての1000m

持久走において全国平均との間には1%の有意な

差がみられ,全国平均と比べ劣っていたが,その

他の種目は優れていた。 19才女子の体力診断テス

トは,18才女子と同じように,握力・伏臥上体そ

らし及び踏台昇降運動を除いた種目では,有意な

差がみられ,全国平均よりも優れていた。運動能

カテストでは,18才女子と同様にほとんどの種目

において,全国平均より有意に優れていた。しか

し,全身持久性としての1000m持久走においては,

全国平均の方がわずかに優れているのみで,浪人

生活をしているのにもかかわらず,本学18才女子

と全国平均とは差があるのに比べ,19才女子の全

身持久性能力は,さほど減少していなかった。(P<

0.1)これは,測定対象のサンプリングの偏り,こ

の年代の女子の体力下降線が安定する場合もある

6)
こと,測定対象者のパフォーマンスの発揮の度合

(意欲の有無)などが考えられるが,今回の測定

結果からだけでは推察することは不可能であると

思われる。

②年齢差

年齢別・性別の結果は,表3に示されるとおり

であった。男子の18才と19才・18才と20才及び19

才と20才との年齢による差は,体力診断テストで

はほとんどないが運動能カテストの持久走(1500m

走)では,年齢による差がはっきりと現われてい
9)

ることがわかる。次に18才女子と19才女子では,

50m走・懸垂・運動能力合計点数及び伏臥上体そら

らしの4種目において19才女子の方が5%の有意差

で優れており,現役と浪人の体力・運動能力の差

は逆転しているようであった。 しかし,18才と,

20才及び19才と20才では,それぞれ年齢の低い方

が優れている傾向がみられた。 18才女子と19才女

子の体力・運動能カテストの結果は,19才女子の

方が体力診断テスト及び運動能カテストの双方共

に優れた傾向を示した。これは,体力のイニシャ

ルレベルの相違・測定に対する積極的な意欲の欠

如などが考えられるが,今回の測定結果からだけ

で推察するには限界があると思われる。すなわち,

体力・運動能カテストのデーターを縦断的に蒐集

し,経年的変化を考察する必要があると考えられ

る。

③運動クラブ所属の有無

18才男子でクラブに加入している者は全体の41.2

%,加入していない者は58.8%であった。また,

19才でクラブに加人している者は全体の32.3%,

加入していない者は67.7%であった。一方,18才

女子ではクラブに加入している者は全体の28.6%,

加入していない者71.4%であった。 19才ではそれ

ぞれ20.9%, 79.1%であった。このように,女子

は男子に比べ18才・19才ともにクラブ参加の割合

は10%程度低く,現役入学生と浪人生のクラブ参

加の割合は,男女ともに浪人生の方が約10%程度

少なかった。すなわち,一年間の受験勉強のブラ

5)
ンクは,減退させているように思われる。

つぎに「スポーツクラブ所属の有無による体力･

運動能カテストの比較」は,表6に示されるとお

りであった。 18才男子では運動クラブに加入し

ている者と加入していない者との差がはっきり

りと出ている。有意な差がみられなかった種目は,

垂直とび・握力・背筋力・伏臥上体そらしの4項

目であり,瞬発力・筋力・柔軟性などは,この年
9)

代ではそれほど大きな差が出ないと思われる。ま

た,19才男子においてもほぼ同様な傾向を示し,

運動クラブに加入していない者の体力・運動能力

は運動クラブに加入している者に比べ有意に劣っ
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ていることがわかる。

18才女子では伏臥上体そらしと立位体前屈を除

いた全ての項目において運動クラブに加入してい

る者の方が有意に優れていた。しかし,19才女子

では,わずかに50m走及び運動能カテストの合計

点にのみ有意な差がみられただけで,運動クラブ

に加人している者と,加入していない者との間に

は,ほとんど統計的に有意な差がみられないとい

う結果が得られた。これは,年齢差の項でふれた

ことと同じ原因ではないかと思われる。

④日常生活における運動・スポーツの実施状況

表7-1および表7-2は,日常生活における

運動・スポーツの実施状況別の割合を示したもの

である。この表からわかるように,19才男子の日

常生活における身体活動の実施状況は,月に1~

2回程度しか運動・スポーツを実施していない者

が30%弱であり,ほとんど毎日運動をやっている

者はわずかに20%程度であることから,浪人生活

は,運動に接する機会を少なくさせる傾向にある

と思われる。女子ではその傾向がもっと強く,18

才で「ほとんど毎日運動を行なっている」と答え

た者は14.1%であり,19才ではさらに減少して75

%となっており,さらに運動クラブヘの加人の割

合は全体の20~30%であることから,女子は日頃

の運動・スポーツに参加することが非常に少なく,

運動参加への消極的態度を示唆していると考えら

れる。

次に,18才男子の「ほとんど毎日運動を行なって

いる者」と「週1~2回程度行なっている者」との体力･

運動能力の比較を行なったところ,運動能力につ

いては,前者の方が有意に優れていた。しかし,

体力診断テストでは,有意な差がみられたのは,

反復横とび・踏台昇降運動・合計点だけであった。

また,18才男子の「ほとんど毎日運動を行なって

いる者」と「月に1~2回程度行なっている者」との間

には,前述した「ほとんど毎日運動を行なっている

者」と「週1~2回程度行なっている者」との関係と同

じような傾向がみられ,運動能カテストに日頃の

運動実施状況が多く反映されているように思われ

る。さらに,「週1~2回程度の者」と「月1~2回程

度」との間には,ハンドボール投げ及び伏臥上体そ

らしのみに5%で有意差がみられただけで,その

他はすべて統計的に有意な差は認められなかった。

すなわち,週1~2回程度または月1~2回程度

の運動の実施(運動の質と量は検討されていない

が)では,体力や運動能力は低下することを示唆

していると考えられる。

一方,19才男子では,「ほとんど毎日運動を行な

っている者」と,「週1~2回程度行なっている者」と

の間では,体力・運動能カテストに有意な差がみ

られなかった。これは,浪人生活の1年間に定期

的に運動を行なう機会をどの程度とり入れたかが

キーポイントになると考えられるが,実際にはこ

のようなことが実施されなかったと解釈すること

ができよう。同様に,週1~2回程度と月1~2

回程度との間で有意な差がみられたのは,伏臥上

体そらしと走り幅跳びだけであり,前者の方が優

れていた。すなわち,18才男子の週1~2回程度

と月1~2回程度との関係とほとんど同じ様な傾

向がみられたことから,現役人学生・浪人生にか

かわらず,日常の定期的な運動を実施しているか

いないかが,この年代の体力・運動能力の低下を

防ぐ大きなポイントとなろう。

次に,18才女子の「ほとんど毎日運動を行なって

いる者」と「週1~2回程度行なっている者」との間に

は,身長(P<0.1)・体重(Pく0.05)と,伏臥

上体そらし及び立位体前屈を除いた全ての項目に

おいて,P<0.001の有意水準で前者の方が優れて

いた。また,「ほとんど毎日運動を行なっている者」

と「月1~2回程度行なっている者」との間では,立

位体前屈だけが10%で統計的に有意な差がみられ

なかっただけで,その他の項目は,ほとんどが1

%の有意水準で前者の方が優れていた。また,「週

1~2回程度の者」と「月1~2回程度の者」との間に

は,18才男子の同様な関係と対比すると,有意差

がみられた項目は,1000m持久走と反復横とび(P

<0.05)のみで,その他は有意な差はみられなか

った。すなわち18才女子では18才男子と同様に,

日常の運動実施状況が体力・運動能力に及ぼす影

響が大きく,この年代における定期的な運動を行

なうことの重要性を示しているといえよう。19才

では,「ほとんど毎日運動を行なっている者」,「週1

~2回程度行なっている者」,「月1~2回程度行な

-49-



合屋,天野:本学学生の体力・運動能力の現状と日常の身体活動の実施状況につて

つている者｣の相互間に統計的有意な差がみられた

項目は,｢ほとんど毎日運動を行なっている者｣と｢週

1~2回程度行なっている者｣との間,及び｢ほとん

ど毎日運動を行なっている者｣と｢月1~2回程度運

動を行なっている者｣との間の50m走と運動能力の

合計点のみでその他の項目については,ほとんど

差がみられなかった。これは,19才女子のレベル

では,日常の運動の実施状況が体力・運動能力に

大きく影響することがないと解釈することができ

る。

Ⅳ。ま と め

昭和54年度本学入学生･の体力の現状把握と正課

体育実技コースを展開するにあたっての参考資料

を得るために,文部省の体力・運動能力テスト実

施結果を年齢別・性別・運動クラブ加入の有無別

などに分け,それぞれの関連及び全国平均との比

較検討を行なった。

その結果,以下のようにまとめることができた。

剛18才及び19才男子の体力・運動能カテストの結

果は,全国平均に比べほとんど有意に優れていた

が,20才男子とその年齢に対応する全国平均とは,

ほとんど有意な差はなかった。しかし,19才及び

20才男子の持久走は,1%水準で全国平均より劣

っていた。

また,18才及び19才女子の体力・運動能カテス

トの結果は,男子とぽぼ同様に全国平均より有意

に優れている傾向がみられたが,19才女子の1000

m持久走は,統計的に有意な差がみられす全国平

均との差はなかった。

(2)年齢別では,男子の体力診断テストで有意な差

がみられた種目は,ほとんどなかったが,運動能

カテストの1500m持久走では有意な差がみられた。

女子では,19才の運動能カテストは,浪人生活

をしているにも かかわらず,18才の成績を上回

っていた。

(3)運動クラブの加入の状況は,男子が全体の30~

40%・女子が20~30%程度であり,男女ともに浪

人生の方が,約10%程度少なかった。男子では運

動クラブに加入している者の方が,体力・運動能

カテストの成績は,有意に優れていたが,女子で

はその傾向がみられなかった。

(4)日常生活における身体活動の頻度の差による体

力・運動能力への影響は,女子よりも男子の方が

大きく,その低下の度合は,ほとんど運動を行な

わない状態では非常に大きくなることが推察され

た。



表3 性別・年令別の体力・運動能カテストの集計結果
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表2 全国平均と本学との比較(t検定)

注)20才以上はサンプル数が少ないため集計から除外した。
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表4 年令別の比較(t検定)

表5 日常生活における運動・スポーツの実施状況
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表6 運動クラブ所属の有無別の平均値・標準偏差とそ.の差の比較
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表7-1 運動・スポーツ実施状況別による平均値・標準偏差とその差の比較(男子)
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表7-2 運動・スポーツ実施状況別による,平均値・標準偏差とその差の比較(女子)
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